
2025 年度 児童発達支援センターにこにこ 事業報告 
 
１．事業目的・経営方針                                                                       
地域の子ども達及びその家族が通所し、日常生活における基本的動作の指導、自活に必要な知識や技

能の付与または集団生活への適応のための訓練を行うことを目的として、スローガンを「来て良かった
にこにこ」「子ども達の“楽しい”“嬉しい”がつまったにこにこ」「子どもも保護者もスタッフもみんな笑
顔で」とした施設づくりを意識し強化を行ってきた。 
２．組織体制                                                                            
【Ⅰ】利用定員                                                                                
事業所名 事業名 定員 対象障がい 対象年齢 
 児童発達支援  

１０ 
  
すべての 
障がい 

未就学児 
放課後等 
デイサービス 

学童児 

保育所等訪問支援  未就学～学童児 
※保育所等訪問は利用者による申請（1人月１～2回程度） 
 
【Ⅱ】職員構成                                                                     
職員数 11 名（正規職員５名 非常勤職員６名）2026.3.31 
管理者（児童発達支
援管理責任者） １ 保育士 １ 

（２） 児童指導員 
 １ 
（３） 

   作業療法士  １ 心理士 ※１ 嘱託医 （１） 

（）内数は非常勤職員    ※は兼務 
 
３．営業時間                                          
営業時間 8:30~18:00 月曜日～金曜日 毎月第３土曜日 
但し、8/13 ～8/15 をお盆休み、12/29～1/3 を年末・年始休み、3/30/31 を新年度準備としてサービス
を休業とした。  
 
４．事業概要                                             
【Ⅰ】児童発達支援（にこにこなかま）                                               
定員 10 名に対して、午前中（9時～11時半）月曜日～金曜日で曜日毎にグループを分け、未就学児及

びその家族等に対して基本的生活動作、また集団生活への適応を図り、小集団活動、運動・感覚遊び等を
実施した。2025 年度も非常勤講師の音楽療法士や言語聴覚士による療育を行った。 
 

（１）契約者数（2026.3.31） 
 

 

   計 15 名（昨年比 －3） 
                                                     

学年 未満児・年少 年中 年長 
契約者総数 ５ ４ ６ 
医療的ケア児 ０ 0 ０ 
措置児童 １ 0 １ 



（２）年間実績（延べ人数） 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 
36 43 43 39 34 40 
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
38 37 41 42 33 41 

計 467 人（昨年比－18） 
（３）主活動・行事関連 
□１ 感覚統合 
□２ サーキット 
□３ 買い物体験 
□４ クッキング 
□５ 製作活動 
□６ 言語療法（奇数月 1回）、音楽療法 
□７ 就学時健診の練習（9月） 
□８ サポートブックの作成（1月～） 
□９ その他、時季に合わせた内容（水遊び、遠足など、年長児の移行支援） 
□10 土曜日の親子療育（4月実施 4 組参加） 
□11 児童発達支援センターにこにこ 10 周年記念イベント（10 月 25 日実施 約 130 名来場） 
 
【Ⅱ】放課後等デイサービス（すまいる）                                                          
定員 10 名に対して、学校終了後に送迎を行い、月曜日～金曜日毎にグループを分け、基本的生活動作、

また集団生活への適応を図り、SST(ソーシャルスキルトレーニング)、小集団活動、個別学習等を実施し
た。また、月の第３土曜日を中高生限定の療育日とし、生活スキルアップ（金銭管理、時間管理など）や
社会体験を目的とした活動を行った。 
（１）契約者数（2026.3.31） 
 小学生 中学生 高校生 
契約者総数 27 13 4 
医療的ケア児 1 ０ ０ 
重度心身障がい児 ０ ０ ０ 
措置児童 ２ １ ０ 

計 44 名（昨年比 ＋6） 
（２）年間実績（延べ人数） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 
180 181 191 202 146 179 
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
194 169 178 179 146 182 

計 2127 人  昨年比 －23 人 
 
（３） 主活動・行事関連 
□１ 感覚統合 
□２ サーキット 



□３ 公共施設の利用（体育館、外食体験、買い物体験など） 
□４ クッキング（即席ラーメン） 
□５ 製作活動（ランチョンマット作り） 
□６ その他、時季に合わせた内容（水遊び、体力テストの練習、磯遊びなど） 
 
【Ⅲ】保育所等訪問支援事業                                              
月に 1 回～2 回、保護者から申請があった場合に訪問支援員が利用者の通っている保育所等を訪問し、

支援先の職員に助言等を行った。 
 
(1)【契約者数】83 名（保育所等訪問）2026.3.31    
(2)年間実績（延べ件数） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 
３ 1 5 ３ ３ ２ 
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
６ ７ ３ ３ ７ ４ 

 計 47 件  昨年比＋14 件 
(3)主な訪問先 
白梅清香保育園、さわらびこども園、水俣ふたば幼稚園、淳光育児園、水俣第一小学校、水俣第二小学
校、袋小学校、内野小学校、湯浦小学校、水東小学校、津奈木小学校、水俣第二中学校、緑東中学校、
水俣第一中学校、湯浦中学校、八代中学校、二小学童クラブ 
 
(4)主な申請内容 
□1 授業や園の様子が心配 
□2 先生方の対応をみてほしい 
 
【Ⅳ】児童発達支援センター等機能強化事業                                     
心身の発達において特別な配慮を要すると思われる児童、またその保護者に対して、相談を通して、発達
に応じた適切な対応を検討し行った。 
※詳細は別紙記載（資料） 
【Ⅴ】巡回支援専門員整備事業                                          
発達障がい等に関する知識を有する専門員が、保育所等(幼・保・こども園、小・中・高や学童)の子ど

もやその親が集まる施設・ 場への巡回支援を実施し、施設等の支援を担当する職員や親に対し、障害の
早期発見・ 早期対応のための心理検査及び助言等の支援を行った。 
(１)年間実績（訪問件数・研修講師含む） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 
10 19 17 17 16 22 
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
18 19 15 16 14 22 

  計 205 件   
(2)主な訪問先 
水俣保育園、認定こども園ふたば幼稚園、中央保育園、田浦保育園、湯浦保育園、わかたけ保育園、津



奈木保育園、水俣第一小学校、水俣第二小学校、葛渡小学校、袋小学校、水東小学校、湯浦小学校、佐
敷小学校、田浦小学校、水俣第一中学校、水俣第二中学校、袋中学校、緑東中学校、きずなの里、もや
い館、二小ふれあい学童クラブ 
 
【Ⅵ】日中一時支援事業所（くるり）                                 
障害者等の（本事業所では障害児に限定）日中における活動の場を確保し、障害者等の家族の就労支援及
び障害者等を日常的に介護している家族の一時的な休息を目的とする。 
(１)年間実績（延べ利用者数） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 
13 10 5 17 21 3 
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
2 3 5 6 2 6 

                              合計 計 93 人（昨年比－97 人） 
（２）主な利用の理由 
・障がい特性による学校や学童への行き渋り 
・家庭での留守番が困難  ・保護者の休息 
 

５．職員処遇                                           
【Ⅰ】職員研修                                                   
□１．外部講師による指導助言 

脊髄小脳変性症疑いの子どもさんへのサポート方法について 
知的障がい児への性教育について 

□２．ハグとの合同研修 
①モチベーションアップ研修②ハラスメント研修③救急法研修 
④感染症対策研修⑤支援者向け研修（年６回） 
 

６．権利擁護                                           
権利擁護及び苦情解決体制                                          
□１．2025 年度の苦情なし 
□２．体罰、虐待禁止の説明及びチェックリストの共有 
□３.  職場の処遇改善や意見要望等をセンター長宛てにWEB上で毎月収集（センター長直行便） 
 
７．危機管理                                          
【Ⅰ】防災訓練                                             
毎月 1 回、防災避難訓練を実施した。 
 
【Ⅱ】事故防止                                            
月に1度事故防止委員会を開き、ヒヤリハット事案の見直し行い再発防止の為の改善案の検討を行った。
また虐待防止の観点から合わせて虐待防止委員会を開催し、子どもの様子観察も含めてチェックした。 
（2025.4.1～2026.3.31） 
環境的な要因          12 件（送迎時刻間違い、スタッフ間の共有不足など） 



怪我（受診までは至らない）   19 件（遊びの中でのすり傷、切り傷等のケガ）          
怪我（数日間の治療・通院）    0 件 
その他              0 件 
 
８．地域交流支援                                        
□ 職員派遣 
（センター長：心理士）水俣市乳幼児発達相談事業たんぽぽ、芦北町乳幼児健康相談事業、人吉球磨・山
江村・相良村、人吉市、発達相談事業の心理士、水俣市自立支援事業連絡協議会（子ども部会）委員、水
俣・芦北地域自立支援協議会委員、芦北町要保護児童対策協議会委員、水俣・芦北圏域障がい者総合支援
協議会委員、水俣市子ども子育て会議委員、芦北支援学校いじめ防止対策委員、他研修等の講師等 
 
 
９．施設整備                                           
なし 
 
10.その他                                             
後援会組織 ひかりどうえんを支える会                                    
2025 年度は支える会より支援をいただき、大型ブロックを購入し、現在も子どもたちの運動遊び時に活
用している。 



令和７年度 児童発達支援センター等機能強化事業報告 

Ⅰ 基本事業 
（ア） 児童発達支援センター等の質の向上と人材養成 
児童発達支援センター等に、療育相談員等の他の従事職員の指導を行う立場の専門職員を
配置することにより、支援技術等の向上を図るための指導体制を確保し、様々な障がいの
種別や障がいの特性に対応した専門的かつ適切な支援等を実施できるよう体制整備を図る
とともに、適切な支援を行うことが困難な事例に対応できるようにするための人材の養成
や、保育所や放課後児童クラブ等、障害児通所支援事業所、障害児入所施設、障害者支援
施設又は障害福祉サービス事業所（以下、「対象事業所」という。）に対して障がい児支援
に関わる助言・指導等を実施するための人材の養成等（研修、マニュアル作成、関係機関
のネットワーク構築等）に取り組む。 
 
主な取り組み内容 
・年６回の支援者向け勉強会の実施（別添記載） 
・定期的に依頼のあった園に出向き年 5回の研修を行う 
（こどもへの関わり、アセスメント、コミュニケーションスキル、事例検討、組織運営についてなど） 
・“にこにこ会議”（水俣市における福祉・保健・教育・児家センの連携を図る会議）の開催 
・その他、虐待防止や権利擁護等の研修の実施 
                             
※支援者勉強会においては学校関係者の参加が少ないのが引き続きの課題 
 
（イ・a） 地域の障害児通所支援事業所等に対するスーパーバイズ・コンサルテーションの実施 
対象事業所において、様々な障がいの種別や特性に対応した専門的かつ適切な支援を実施
できるよう、対象事業所を訪問等し、支援技術の向上に資する助言・指導を行う。 
また、従事職員の専門性の向上を図り、適切な支援を行うことが困難な事例に対応できる
ようにするため、人材養成等（支援技術の指導、研修、マニュアル作成、関係機関のネッ
トワーク構築等）に取り組む。 
 
主な取り組み内容 
・こども未来会議の開催 
・児発管会議の開催・運営 
・療育相談員のモニタリングへの参加及び助言 
・水俣芦北圏域全療育事業所の研修・懇親会の開催 （福祉課・こども総合など含む）  
                          



（イ・ｂ）地域のインクルージョンの推進 
自治体と連携し、保育所や放課後児童クラブ等の関係者に向けて、インクルージョン推進
の意義や保育所等訪問支援、事業所における移行支援の目的・内容の説明等を行うことに
より、地域におけるインクルージョンについての啓蒙活動を行う。 
また、専門的な知見に基づき、障がい児の通う地域の保育所や放課後児童クラブ等への巡
回支援を行い、保育所等の障がい児への支援力の向上を図り、インクルージョンの推進を
図る。 
 
主な取り組み内容 
・保護者や学校、園や学童クラブから依頼を受け、訪問を行いより良い関わり方や環境設定などの
助言を行った（教育との巡回相談との連携） 
・市町福祉課や保健センター等での保護者面談 
・地域向けに就学説明会を実施 
（各市町の教育委員会より支援クラスの申請や学校の特色などの説明の場） 
・年度始めの移行支援における連絡会の調整、またその際に療育を利用していない児童のサポート
ブック作成 
・水俣市定期園訪問への同行 
・4 歳児保育園訪問事業において心理士として同行（芦北） 
・水俣・芦北地域エリア会議（水俣高校）への参加により、高校における発達のサポート 
（引継ぎや他機関との連携をテーマに） 
 
（イ・ｃ） 障がいが疑われるこども等、ハイリスクなこどもと家族のサポート 
主な取り組み内容 
・保護者の精神疾患による子育て困難ケースへの対応 
・地域の要対協への参加 
・重層的支援のケースなど 
・保護者等による子どこの発達特性による養育困難の相談対応  
 
（イ・ｄ）地域の事業所等への研修等の実施 
地域の対象事業所や母子保健事業等の従事者を対象として、障がい児支援に関する専門的
な研修を行う。 
また、適切な支援を行うことが困難な事例に対応できるよう、困難ケースの支援に係る

事例や早期支援により困難な状態に至らなかった好事例の収集等を行い、事業所に対して
事例の共有と対処方法の検証を行うことを目的とした検討会等を実施する。 
また、外部講師を招き研修を実施する等、地域全体の対象事業所の質の向上を図るとと

もに、地域の事業所同士や一般こども施策との密な連携を図りながらの支援の提供に向け



た関係構築のコーディネート等を実施する。 
 
主な取り組み内容 
・年６回の支援者向け勉強会の実施（別添記載） 
・水俣市特別支援学級担当者会研修（「地域における子どもや家庭への支援体制」） 
・水俣市初任者研修（地域理解研修） 
・郡市教科等職員研修 「本圏域の療育体制について」 
・葦北郡主任保育士部会研修（マネジメント研修） 
・芦北高校福祉課（地域創生探求活動）体験授業 
・県南児童養護施設CW部会研修「社会的養護の子への療育的視点での関わり方」 
・学習支援員向け研修（津奈木町）（「児童への関わり方」） 
                                  
Ⅱ 選択事業 
 対象事業所等周辺の地域住民等に対する当該事業所等を利用する障がい者の特性や必要な配慮等
に関する普及啓発の実施 
 
主な取り組み内容 
・療育相談員通信の発行（支援者向け勉強会の報告も兼ねて） 
・4 月当初の移行支援連絡会の開催 
（療育等を利用していない配慮を要する児童のサポートブックを保護者・園と作成し連絡会で情報
交換を行う６ケース）  
・図書館展示(芦北町コミュニティセンター) 11/20~12/18 
「みんなでつくる共生社会」をテーマに障がい者週間に合わせて水俣・芦北圏域の療育事業所の紹
介や展示の実施 
                                



2025 年度 放課後等デイサービスハグ 事業報告 
 
１．事業目的・経営方針                                                                       
障がいの有無に関わらず発達の個人差により生活の困難さのある、地域の子ども達及びその家族が通
所し、日常生活における基本的動作の指導、自活に必要な知識や技能の付与または集団生活への適応の
ための訓練を取り組んできた。 
またスローガンを「ハートゆたかにグッドな毎日」とし、児童の個性を生かし、特技を見つけ豊かさを

育めるよう、安心できる場の提供に努めた。 
２．組織体制                                                                            
【Ⅰ】利用定員                                                                               
事業所名 定員 対象障害 対象年齢 
放課後等デイサービス ハグ １０ 重度心身症

以外 
就学児 

 
【Ⅱ】職員構成                                                                                
職員数７名 （正規職員４名 非常勤職員３名）2026.3.31 
管理者・児童発達支
援管理責任者 

 １ 保育士 (２） 児童 
指導員 

  ３ 
※（１） 

看護師 ※１  嘱託医 
（山田クリニック） 

１   
 

・（）内数は非常勤職員・※は兼務 
３．営業時間                                          
【営業時間】※（）内はサービス提供時間 
月曜日～金曜日８：30～１９：００(14：00～17：30) 
第１・３土曜日 ８:00～17：00（9:00～15：00）  
※第１週、第３週土曜日には中高生以上を対象とした活動を実施予定し、それに伴い第２、４月曜日を休
所とした。 
４．事業概要                                                                    
目 的                         
定員 10 名に対して、小集団または個別において一人ひとりの意思の尊重及び最善の利益を大切にしな

がら個別支援計画を作成し、5領域（「健康・生活」「運動・感覚」「認知・行動」「言語・コミュニケーシ
ョン」「人間関係・社会性」）の視点を意識した支援を行った。毎月第１・３土曜日の中高生を対象とした
療育においては、主に社会・コミュニケーション、生活スキルの向上を目的とした体験型活動を行った。
また、祝日は希望者を募り平日では行えない親子（家族）療育を開催し、保護者の学びと交流の機会を持
つことができた。 
（１）契約者数（2026．3.31） 

 
 
 

計 4７人  
昨年比（＋１人） 

 小学生 中学生 高校生 
契約者総数 1８ 1８ ９ 
医療的ケア児 ０ １ ０ 
措置児童 １ ０ ０ 



（２）年間実績（延べ人数） 

                      年間延べ利用者数 計 2591 人    
昨年比（＋175 人） 

（３）主活動・行事関連 
□1 個別学習・個別面談（SST、目標作成・振り返り、身辺自立のための衣服の着脱や服たた
み・トイレットペーパーの取り方や拭き方など）  

□2 集団活動（サーキット、ルールのある遊び、アウトドアアクティビティ、イベント企画と
その開催など） 

□3 公共施設の利用（芦北みどりの里、芦北町総合コミュニティセンター、はぜのき館、エコパーク、 
公共交通機関の利用、買い物体験など） 

□4 クッキング（長期休暇は自分たちで昼食を作る） 
□5 製作活動（季節に合わせたものや獲得したい手指操作性の経験ができるもの） 
□6 地域行事への参加（子ども食堂、高校文化祭・体育祭、水俣市クリーンアップ作戦、地域の祭りへの
参加、グランドゴルフ大会など） 

□7 その他、季節に合わせた活動（花見、川遊び、夏祭り、お化け屋敷、クリスマス会など） 
□8 祝日の親子（家族）療育の開催 
 
（４）その他・支援内容 
・家庭環境や二次障害等で地域との交流に難しさがある家庭や利用者に対して、家庭訪問
や訪問療育・登校支援等を家族や関係機関と情報共有・連携を行いながら実施。 

・入院している保護者との定期的な面会など。 
 
５．職員処遇                                           
【Ⅰ】職員研修                                                                                  
□１ 県（こども総合療育センター、発達がい者支援センター等）主催の研修参加 
□２ 自主研修実施 

①内容：『運動発達について～直接支援編～』 
講師：坂本忠臣（フリーランス PT）   

□３ にこにことの合同研修 
   ①モチベーションアップ研修②ハラスメント研修③救急法研修（エピペンの使用の仕方含む） 
   ④感染症対策研修⑤意思決定支援研修⑥支援者向け研修（年５回） 
□４ 児童発達支援管理責任者研修（基礎・就労・意思決定支援） 
□５ 医療的ケア児研修 
□６ 圏域療育事業所研修・交流会 
□７ ペアレントメンター研修 
 
 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 
211 236 232 253 168 222 
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
243 206 206 212 195 207 



６．権利擁護                                           
権利擁護及び苦情解決体制                                                              
□１ 2025 年度の苦情報告 ０件  
□２ 権利擁護のためのチェックリスト及び意思決定支援の研修の実施 
□３ 保護者からの施設評価を行いホームページに掲載 
□４ 定期的な個別面談の実施 
７．危機管理                                          
管理規程に定めている事故防止規程の徹底を図り、通所児童の安心・安全を守る為、より一層の体制強

化と危機管理の徹底を図った。 
【Ⅰ】防災訓練                                        
消防計画を元に防犯訓練（年 2回）避難訓練（毎月）を実施。防犯訓練も実施。 

【Ⅱ】事故防止・虐待防止                                        
月に一度事故防止委員会・虐待防止委員会を開き、事案の見直しを行い再発防止のための改善案の検討
及び子どもの様子観察チェック及び、施設内（グラウンド・駐車場周辺含む）点検整備を実施。 
（2025.4.1~2026.3.31）  
環境的な要因          ５件 
怪我（受診までは至らない）   12 件 
怪我（数日間の治療・通院）   ０件 
 
８．地域交流支援                                        
□1 深川地区の方々とグランドゴルフ大会を実施 
□２ 圏域内療育事業所へ勉強会の呼びかけ及び夏祭り活動で事業所間交流 
□３ ホームページの運営 
□４ 事業所見学・ボランティアの受け入れ 
□5 地域のこども食堂にボランティアスタッフとしても参加 
９．施設整備                                           
・害虫駆除 
・敷地内除草作業 
・次年度からの車椅子利用者における療育室確保 
10.その他                                             
後援会組織                                                                                  
ひかりどうえんを支える会 
2025 年度は資金援助の使用なし 

 


